








The actual situation of training, communicative exchange
 and nursery awareness related to the collaboration
 between the staff of nursery schools, kindergartens and elementary schools.
The purpose of this study was to clarify the attendance of nursery school staff workshops 
related between nursery schools, kindergartens and elementary schools, and to consider 
how nursery school students are currently thinking. Therefore, a questionnaire survey on the 
collaboration of nursery schools, kindergartens, and elementary schools was conducted for 
nurseries. As a result, the following became clear.
（1） There are differences in all facilities, yet no difference in participation in workshops related 
to the staff of nursery schools, kindergartens and elementary schools. 
（2） There are many kindergartens, but few kindergarten exchanges between preschools staff 
and kindergarten staff.
（3） We found no difference in the way of thinking of the nursery school staff regarding the 
connection between the nursery school, kindergarten and elementary school due to the difference 
or quality of facilities.
（4） Nursery school teachers, kindergartens and elementary schools associated with the 
workshops benefit the most from this exchange. I strongly consider the necessity of curriculum 
through mutual exchange.
（5） Regarding the age group of childcare workers, childcare workers in their fifties are most 




































































施　設 参加有 参加無 合　計
幼稚園 12 9 21
保育所（園） 18 29 47
こども園 17 31 48
















施　設 交流有 交流無 合　計
幼稚園 18▲ 3▽ 21
保育所（園） 21▽ 26▲ 47
こども園 36 12 48













幼稚園 3．67 3．43 3．24 3．57 3．57
保育所（園） 3．51 3．30 3．09 3．38 3．45
こども園 3．48 3．27 3．08 3．54 3．46
全体 3．53 3．31 3．11 3．48 3．47
F値 1．059 0．697 0．284 1．249 0．359

























研修・交流あり 3．86 3．57 3．39 3．68 3．68
研修のみあり 3．42 3．42 2．95 3．26 3．26
交流のみあり 3．41 3．15 3．13 3．48 3．48
研修・交流なし 3．43 3．22 2．87 3．43 3．43
全体 3．53 3．31 3．11 3．48 3．47
F値 6．093 4．768 1．972 2．185 2．093


























研修会必要性 カリキュラム必要性 小学校を意識した声掛け 教員同士の交流 子ども同士の交流
研修・交流あり 研修のみあり 交流のみあり 研修・交流なし
表5　年代別による保幼小接続に関する研修会の参加有無（n＝116人）
　 参加有 参加無 合　計
20代 7 13 20
30代 32 38 70
40代 7 12 19
50代 1 6 7


























20代 3．70 3．55 3．35 3．55 3．55
30代 3．44 3．26 2．93 3．43 3．49
40代 3．68 3．32 3．37 3．63 3．42
50代 3．43 3．14 3．57 3．43 3．29
全体 3．53 3．31 3．11 3．48 3．47
F値 2．232 1．968 3．080 0．760 0．414






研修会必要性 カリキュラム必要性 小学校を意識した声掛け 教員同士の交流 子ども同士の交流
















小学校への見学 34 小学校への期待感 27
小学校への招待 14 自分のことは自分でする・考える 11
小学生と一緒に遊ぶ 13 時間を意識する声掛け 10
児童クラブ・学童保育 8 小学校はどんなところか伝える 7
体験入学 5 話を聞く姿勢 6
町・村探険 3 生活習慣について 5
お弁当・給食を一緒に食べる 3 小学校への意識を高める声掛け 5
田植え 2 子供っぽい話し方をしない 5
絵本の読み聞かせ 2 返事や挨拶の仕方 4
ボランティアで来園 1 トイレの使い方 3
フィールドワークで園に来る 1 食事のマナー 3
デイケアセンター訪問 1 授業があるということ 3
職業体験で来園 1 自分の思いを言葉にして伝える 2
情報共有 1 困ったときは誰かに助けを求める 2
小学校教諭が来園し、話し合い 1 言葉でのコミュニケーションについて 2
散歩で小学校に行く 1 靴の脱ぎ履き 2
交流会 1 ルールや決まりごとについて 1
研究保育（小学校先生が来園） 1 身の回りのことを自分でする 1

























質問6（保幼小の先生の交流が必要な理由） 頻度 質問7（年長児と小学1年生の交流） 頻度
情報交換するため（引継ぎ） 44 一緒に遊ぶ時間を作る 19
年長児の姿の理解 10 授業見学 18
入学前に対処できることがある 7 学校案内 6
幼稚園での取り組みを伝えられる 5 食事会（交流会） 5
スムーズに入学出来るように 4 行事への来園 4
書面では伝わりにくいものを話す 4 短時間でも交流会を設ける 3
学校に求められることの理解 4 小学校での様子を聞く機会 3
スムーズに環境に慣れるため 3 小学校行事への招待 2
事前の準備物を知るため 3 1日体験入学 2
継続した見守りが出来る 3 レクリエーション活動 1
園の生活リズムを知ってもらう 2 校舎内探険 1
入学後幼稚扱いされないため 1 園外活動 1


















































































３ 保幼小接続に関する研修会は，必要だと思いますか。 4 ３ 2 １
4 勤務先に保幼小接続のカリキュラムは必要だと思いますか。 4 ３ 2 １
５








小学１年生と年長児の交流は必要だと思いますか。 4 ３ 2 １
「とてもそう思う」「そう思う」答えた場合，具体的な交流を
書いて下さい。
2　幼児期の終わりまでに育ってほしい姿の一つである，「自然との関わり・生命尊重」について，
　　勤務先で取り組んでいること，又はこれから取り組みたいことなどを記入して下さい。
アンケートの内容は，研究目的以外で使用することはありません。また，個人が特定されることも
ございません。
研究等で使用するについて，　□ 同意します　　□ 同意しません　（チェックをお願いします）
ご協力ありがとうございました。
